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区　　　分 平成28年度 平成27年度 対前年度増減率
境町一般会計 89 億 3,800 万円 81 億 4,700 万円 9.7％

特
別
会
計

坂東市外２か町公平委員会 70 万円 70 万円 ー
境町国民健康保険事業 36 億 7,150 万円 38 億 1,300 万円 △ 3.7％

境町後期高齢者医療事業 3億 9,820 万円 3億 9,000 万円 2.1％

境町介護保険事業 17 億 9,650 万円 17 億 9,780 万円 △ 0.1％
境町公共下水道事業 9億 2,870 万円 9億 2,630 万円 0.3％
境町農業集落排水事業 2億 4,280 万円 2億 4,020 万円 1.1％

合　　　計 159 億 7,640 万円 153 億 1,500 万円 4.3％

境町水道事業 平成28年度 平成27年度 対前年度増減率
収益的収入 5億7,044万円 5億7,937万円 △1.5%
収益的支出 6億5,019万円 6億6,365万円 △2.0%
資本的収入 524万円 518万円 1.2%
資本的支出 1億7,455万円 1億3,308万円 31.0%
（水道事業会計の不足額については、過年度損益勘定留保金等で補てんする。）

平成28年 第１回定例会
平成２８年度境町一般会計及び６件の特別会計並びに水道事業会計

は、予算特別委員会（渡邊　昇委員長）を設置し、同委員会に付託さ
れました。

委員会は、３月１４日に開催され、３月１７日の本会議において全
会一致で可決されました。
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予算委員会質疑
︻
斉
藤
委
員
︼

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
を

開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
町
民
の
利

点
は
。
ま
た
、
町
の
負
担
は
あ
る

の
か
。

Ａ
：
税
務
課
長

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
で
は
ポ
イ
ン
ト
等
に
よ
る
還
元

が
あ
る
。
ま
た
、
身
近
な
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
期
限
内

納
付
率
が
上
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
で
は
１
件
当
た
り
手
数
料
50

円
、
従
来
の
口
座
引
き
落
と
し
で

は
１
件
当
た
り
手
数
料
10
円
を
町

が
負
担
す
る
。

︻
木
村
委
員
︼

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
か
な
り
伸
び

て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
町
の
増

収
に
伴
い
地
方
交
付
税
に
影
響
が

あ
る
と
思
う
。
平
成
28
年
度
も

15
億
６
，
０
０
０
万
円
程
の
地
方

交
付
税
が
計
上
し
て
あ
る
が
、
あ

く
ま
で
寄
付
金
に
つ
い
て
は
地
方

交
付
税
の
算
定
に
は
影
響
し
な
い

の
か
確
認
し
た
い
。

Ａ
：
参
事
兼
企
画
経
営
課
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

町
税
の
よ
う
に
基
準
財
政
収
入
額

に
は
算
入
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
寄

付
金
を
受
け
た
分
交
付
税
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
寄
付
金
全

額
が
増
収
と
な
る
。

︻
内
海
委
員
︼

　

老
人
等
介
護
慰
労
事
業
に
つ
い

て
、
現
在
の
対
象
世
帯
数
及
び
１

世
帯
当
た
り
の
金
額
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
ま
た
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
予
算
額

が
年
々
減
少
し
て
い
る
が
原
因
は
。

Ａ
：
介
護
福
祉
課
長

　

寝
た
き
り
老
人
等
介
護
慰
労

報
償
費
に
つ
い
て
は
１
年
間
に
７

件
、
１
件
あ
た
り
３
０
，
０
０
０
円

を
支
給
し
て
い
る
。
支
給
対
象
者

は
、
要
介
護
３
以
上
の
方
を
在
宅

で
介
護
し
、
一
定
の
期
間
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
も
の
。

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
実
績
に
基
づ
き
予
算
化
し

て
い
る
が
、
あ
ま
り
利
用
者
数
が

伸
び
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

︻
関
委
員
︼

　

ス
マ
ー
ト
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

導
入
事
業
・
設
置
に
つ
い
て
。

Ａ
：
防
災
安
全
課
長

　

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
、
二
酸

化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
と
し

て
行
う
も
の
で
、
有
害
物
質
（
Ｃ

Ｏ
２
）
を
排
出
す
る
こ
と
な
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
高
い
、
水
素
を

燃
料
と
す
る
燃
料
電
池
自
動
車

の
普
及
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ

る
。
環
境
に
や
さ
し
く
地
球
温
暖

化
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
行
う
も
の

で
、
補
助
率
は
３
／
４
と
な
っ
て

お
り
１
億
２
，
０
０
０
万
円
を
予

定
し
て
い
る
。

税金等の
コンビニ収納

老人等介護
慰労事業

スマート水素
ステーション
導入事業・設置

ふるさと納税
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︻
田
山
委
員
︼

　

平
成
28
年
度
で
、
対
象
者
は
何
名

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

Ａ
：
保
険
年
金
課
長

　

20
歳
ま
で
拡
充
と
な
る
こ
と
か

ら
、
対
象
者
は
合
計
１
，
１
４
５

人
を
見
込
ん
で
い
る
。
内
訳
と

し
て
、
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
が

７
７
３
人
、
19
歳
か
ら
20
歳
ま
で

が
３
７
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

︻
須
藤
委
員
︼

　

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
は

５
６
０
万
円
、
平
成
28
年
度
１
，

３
１
２
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
：
農
業
政
策
課
長

　

平
成
26
年
度
の
大
型
補
正
に
よ

り
、
平
成
27
年
度
上
期
分
が
国
か

ら
前
倒
し
で
交
付
さ
れ
た
た
め
、

平
成
27
年
度
に
つ
い
て
は
下
期
分

の
み
を
予
算
計
上
し
て
い
た
。
平

成
28
年
度
は
全
期
分
を
予
算
計
上

し
て
い
る
た
め
予
算
額
に
開
き
が

あ
る
。

　

な
お
、
現
在
夫
婦
１
組
と
８
名

の
方
々
に
対
し
て
の
給
付
を
予
定

し
て
い
る
。

︻
濵
野
委
員
︼

　

教
育
指
導
員
設
置
事
業
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
な
の

か
。
ま
た
１
名
増
と
な
っ
て
い
る

が
、
増
員
の
理
由
は
。

Ａ
：
学
校
教
育
課
長

　

教
育
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
小
中
学
校
の
教
育
課
程
に

お
い
て
、
国
の
指
針
に
定
め
ら
れ

て
い
る
教
育
を
全
国
で
同
様
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
か
ら

県
、
県
か
ら
町
、
町
か
ら
学
校
に

指
導
す
る
た
め
の
指
導
員
で
あ

る
。
平
成
28
年
度
１
名
増
員
の
理

由
と
し
て
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共

和
国
と
の
交
流
関
連
事
業
や
、
７

つ
の
習
慣
小
学
校
導
入
推
進
事
業

等
の
新
規
事
業
に
取
り
組
む
た
め

増
員
と
な
っ
て
い
る
。

︻
山
田
委
員
︼

　

か
ね
て
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会
を
は
じ
め
、
数
百
名
の
要
望

書
を
提
出
し
て
お
り
、
今
回
予
算

を
計
上
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
工
事
計
画
に
つ
い
て
は
。

Ａ
：
生
涯
学
習
課
長

　

予
算
確
定
後
、
速
や
か
に
事
業

に
取
り
か
か
る
。

マル福の拡充

教育指導員
設置事業

ふれあいの里・
トイレ設置工事

新規就農総合
支援事業
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Q  
圏
央
道
の
雨
水
処
理
に
対
す
る
染

谷
川
の
浚
渫
工
事
の
現
状
は
。

A  

国
土
交
通
大
臣
に
対
し
浚
渫
工
事

の
早
期
着
工
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
度
、
北
首
都
国
道

事
務
所
よ
り
３
月
７
日
か
ら
浚
渫
工
事

に
着
手
す
る
と
の
連
絡
を
受
け
て
い
る
。

（
建
設
農
政
部
長
）

○
冠
水
対
策
と
し
て
染
谷
川
改
修

工
事
の
現
状
に
つ
い
て

議
席
13
番

木
村
　
信
一　

議
員

Q  

境
警
察
署
か
ら
南
側
の
冠
水
対
策

は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

A  

染
谷
川
の
堆
積
土
砂
の
浚
渫
や

若
境
線
か
ら
南
側
区
間
の
河
川
改
修

を
進
め
て
い
く
。
上
小
橋
地
内
の
五

差
路
の
交
差
点
に
お
い
て
は
、
染
谷

川
の
越
水
が
始
ま
る
前
に
道
路
が
冠

Q  

担
い
手
農
家
の
現
状
は
。

A  

中
核
的
担
い
手
で
あ
る
認
定
農
業

者
数
は
ピ
ー
ク
時
の
２
３
０
名
か
ら
現

在
１
７
５
名
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
今

後
町
と
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
会
、

県
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
担
い
手
や
後
継
者
の
確
保
に
係
る

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  

結
城
野
田
線
の
東
側
に
雨
水
対
策

の
排
水
路
を
増
や
し
て
は
。

A  

現
在
、
長
井
戸
地
区
南
側
を
流
れ

る
水
路
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
、

現
地
調
査
を
実
施
し
専
門
的
な
意
見
を

頂
き
な
が
ら
、
雨
水
排
水
の
抜
本
的
な

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
建
設
農
政
部
長
）

○
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

Q  

未
整
備
地
区
に
対
し
て
町
の
考
え
は
。

A  

公
共
下
水
の
整
備
状
況
は
、
市
街

化
区
域
に
隣
接
す
る
長
井
戸
、
上
小
橋

地
区
は
概
ね
完
了
し
て
い
る
。
猿
島
幹

○
下
水
関
係
に
つ
い
て

線
沿
い
の
大
歩
、
中
大
歩
、
内
門
新

田
、
上
小
橋
の
一
部
の
地
区
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
よ
り
事
業
に
着
手
し
て
い

る
。
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
４
地
区
で
共
用
開
始
し
て
お
り
、

未
整
備
区
域
に
つ
い
て
は
、
整
備
区
域

の
進
捗
状
況
や
地
域
の
情
勢
な
ど
を
勘

案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  

女
性
の
参
画
率
が
な
か
な
か
上
が

ら
な
い
現
状
だ
が
、
今
後
の
方
策
と
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A  

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
中
で
女
性
登
用
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
が
、
な
か
な
か

○
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

議
席
12
番

内
海
　
和
子　

議
員

水
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
が
必

要
な
状
況
で
あ
る
。（

建
設
農
政
部
長
）
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議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

◯
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q  

こ
の
「
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
発
生
す

る
で
あ
ろ
う
大
規
模
自
然
災
害
等
か
ら

町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
を
最

大
の
目
的
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
事
前

Q  

公
募
な
ど
は
し
て
い
る
の
か
。

A  

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
は
公
募

し
て
い
る
。
他
は
調
べ
て
回
答
す
る
。

（
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
室
長
）

A  

4
月
か
ら
は
女
性
の
活
躍
の
場
を

広
げ
る
た
め
県
な
ど
へ
女
性
職
員
を
多

数
派
遣
す
る
。

（
町
長
）

Q  

町
の
総
合
計
画
に
あ
る
よ
う
に
、

行
政
と
町
民
は
協
働
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

設
立
な
ど
に
支
援
し
て
い
く
考
え
な
ど

あ
る
か
。

A  

境
町
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
7
つ
あ

り
、
公
共
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。
経
営
方
針
な
ど
課
題
も
あ
る

が
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

（
秘
書
公
室
長
） 

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て

Q  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
の
手
続
き
は
県
な
の

で
面
倒
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
設
立
な
ど

の
相
談
事
の
窓
口
な
ど
で
き
な
い
か
。 

A  

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
対
応
し
て

い
る
が
、
1
本
に
で
き
る
よ
う
検
討
し

た
い
。

（
秘
書
公
室
長
）

A  

町
の
活
動
の
中
で
請
け
負
え
る
部

分
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
町
長
）

の
備
え
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う

と
の
観
点
か
ら
、
早
急
に
策
定
・
公
表

す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
町
に
お
い
て
は
、
い
つ

頃
を
目
途
に
こ
の
「
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
」
を
策
定
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

の
か
、
ま
た
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
も
の
を
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
お
伺
い
致
し
ま
す
。

A  

当
町
に
お
い
て
は
、
県
の
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
の
概
要
や
近
隣
市
町
の

動
向
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

（
総
務
部
長
）

◯
若
者
の
夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q  

学
生
を
中
心
に
若
者
が
将
来
の
夢

を
実
現
す
る
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
対

し
て
、
自
治
体
と
し
て
助
成
金
を
支
給

す
る
な
ど
、
若
者
を
応
援
す
る
取
り
組

み
を
行
う
自
治
体
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
学
生
の
夢
を
育
み
、
夢
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
対
し
、
地
域
を
あ
げ
て

応
援
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
魅
力
創
造

に
も
つ
な
が
る
重
要
な
施
策
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
、
こ
う

い
っ
た
事
例
を
参
考
に
若
者
の
夢
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
取
り
組
み
を

◯
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
周
知
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

Q  

今
年
４
月
に
保
険
適
用
さ
れ
る
予

定
と
併
せ
て
、
小
児
の
「
脳
脊
髄
液
漏

出
症
」
の
研
究
も
開
始
さ
れ
る
予
定
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
、
交
通
事
故
や
ス
ポ
ー

ツ
障
害
な
ど
で
身
体
に
強
い
衝
撃
を
受

け
た
と
き
に
、
脳
脊
髄
液
が
漏
れ
出
し
、

減
少
す
る
こ
と
で
、
慢
性
的
に
苦
し
む

病
気
で
す
。
医
学
的
に
も
ま
だ
余
り
研

究
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
多
く
の
患
者
が

苦
し
ん
で
お
り
ま
す
。
平
成
19
年
５
月

に
文
部
科
学
省
か
ら
、
学
校
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
外
傷
等
に
よ
る
後
遺
症
へ
の

適
切
な
対
応
に
つ
い
て
の
通
知
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
実
情
も

踏
ま
え
、
町
民
や
教
育
現
場
に
お
け
る

学
校
関
係
者
に
対
し
、
周
知
活
動
が
必

受
け
手
が
少
な
い
と
い
う
現
状
も
あ
る
。

　

現
在
の
審
議
会
等
の
参
画
率
は
14
・

３
％
（
昨
年
15
・
４
％
）
で
あ
る
。
女
性

職
員
の
管
理
職
参
画
率
は
14
・
5
％
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
の
構
成
比
率
と

比
較
す
る
と
２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

（
総
務
部
長
）

検
討
・
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
当
町
と
し
て
の
考
え
に
つ

い
て
。

A  

当
町
と
し
て
、
政
策
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
採
択
し
た
提
案
を
、
町
の
施

策
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
先
進
地
事
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
鋭
意
、
研
究
と

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
参
事
兼
企
画
経
営
課
長
）
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議
席
４
番

櫻
井　

実　

議
員

Q  

認
知
症
の
検
診
料
を
助
成
し
て
早

期
発
見
に
よ
る
予
防
対
策
と
し
て
は
ど

う
か
。

A  

予
防
対
策
と
し
て
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
各
種
支
援
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
検
診
事
業
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
か
か
り
つ
け
医
師
や
専
門
医
に

よ
る
認
知
症
の
早
期
発
見
・
治
療
の
重

○
認
知
症
予
防
対
策
に
つ
い
て

Q  

野
外
ス
テ
ー
ジ
を
町
民
が
活
用
で

き
る
施
設
に
修
繕
す
べ
き
と
思
う
が
考

え
方
は
。

○
ふ
れ
あ
い
の
里
の
有
効
活
用
に

つ
い
て

Q  

歩
行
困
難
者
等
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
。

A  

車
い
す
利
用
者
の
方
は
、
憩
い
の

家
西
側
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
乗
り
降
り
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
夢
の
東
側
に
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
、

歩
行
困
難
者
等
の
駐
車
場
と
し
て
確
保

し
た
い
。

（
教
育
次
長
）

Q  

認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

A  

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
と
し
て
介
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
平
成
30
年

ま
で
に
実
施
す
る
よ
う
国
か
ら
目
標
設

定
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
昨
年
９
月
牛

久
市
へ
職
員
等
４
名
に
よ
り
先
進
地
視

察
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
認
知
症

の
方
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
図
る
た

め
県
内
外
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参

考
に
平
成
30
年
ま
で
に
設
置
し
て
い
き

た
い
。

（
福
祉
部
長
）

A  

町
と
し
て
も
、
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
認
知
症
カ
フ
ェ
や
そ
れ

に
関
わ
る
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

の
設
置
等
、
各
種
施
策
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

（
介
護
課
長
）

A  

野
外
ス
テ
ー
ジ
前
の
イ
ベ
ン
ト
広

場
（
観
客
席
）
は
、
開
発
行
為
で
調
整

池
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
排
水
機

能
悪
化
に
よ
り
降
雨
時
に
は
雨
水
が
溜

ま
っ
た
状
態
で
あ
り
、
さ
ら
に
野
外
ス

テ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
屋
外
ト
イ
レ
や

木
製
遊
具
の
経
年
劣
化
も
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
抜
本
的
な
見
直
し
の
際
に
検
討

し
た
い
。

（
教
育
次
長
）

　

県
町
村
議
長
会
か
ら
議
員
在
職
12
年

以
上
の
自
治
功
労
者
と
し
て
、
内
海
和
子

議
員
と
関
稔
議
員
が
表
彰
さ
れ
、
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

（
表
彰
者
の
写
真
）

内海和子議員関　稔議員

県
町
村
議
長
会
よ
り

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
当
町
に
お
い

て
も
、
学
校
関
係
で
周
知
に
取
り
組
ん

だ
経
緯
が
あ
る
が
、
現
状
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

A  

新
年
度
に
お
い
て
、
冊
子
を
購
入

し
な
が
ら
講
演
等
も
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

要
性
に
つ
い
て
は
深
く
認
識
し
て
お
り

十
分
に
調
査
研
究
を
重
ね
た
い
。

（
福
祉
部
長
）
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◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

山
田　

正
樹

　

副
委
員
長　
　

青
木　

輝
明

　

委　
　

員　
　

斉
藤　

政
雄

　

委　
　

員　
　

内
海　

和
子

　

委　
　

員　
　

渡
邊　

昇

総
務
委
員
会

議
会
活
動

　

境
町
議
会
で
は
、
去
る
１
月
13
日
に
、

近
年
活
発
な
議
会
活
動
を
行
っ
て
い
る

神
奈
川
県
大
磯
町
議
会
に
お
い
て
「
大

磯
町
議
会
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。

　

大
磯
町
は
、
神
奈
川
県
南
部
海
沿
い

に
位
置
し
、
面
積
17
．
23
㎢
・
人
口

３
２
，
３
７
７
人
の
町
で
あ
り
、
古
く

は
東
海
道
の
宿
駅
と
し
て
、
ま
た
伊
藤

博
文
初
代
内
閣
総
理
大
臣
を
初
め
と
す

る
各
界
の
名
士
が
別
荘
地
と
し
て
利
用

し
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
磯
町
議
会
の
特
徴
と
し
て
は
、
議

員
定
数
14
名
の
う
ち
半
数
の
７
名
を
女

性
議
員
が
占
め
て
お
り
、
女
性
が
多
く

活
躍
し
て
い
る
議
会
で
あ
り
ま
す
。

　

大
磯
町
議
会
で
は
、
議
会
の
役
割
と

活
動
の
指
針
を
明
ら
か
に
し
、
町
民
の

参
加
と
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
大
磯

町
議
会
の
最
高
規
範
と
し
て
「
大
磯
町

議
会
基
本
条
例
」
を
平
成
21
年
11
月
１

日
に
施
行
し
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
た
こ
と
に

よ
り
、
住
民
と
の
距
離
が
大
き
く
縮
ま

り
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
諸
問
題
に

つ
い
て
目
が
届
く
よ
う
に
な
り
、
更
に

は
議
員
間
の
団
結
が
図
ら
れ
、
ま
た
、

議
会
の
資
質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と

の
事
で
あ
り
、
当
町
に
お
い
て
も
今
後

制
定
に
向
け
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
１
月
14
日
に
は
神
奈
川
県
総

合
防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

境
町
は
、
昨
年
９
月
に
発
生
し
た
関

東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
現
在
も
復
旧
に
向
け
邁
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
議
会
に
お
い
て
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
参
加
し
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

視
察
し
た
神
奈
川
県
総
合
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
大
規
模
な
災
害
の
発
生
に
備

え
、
広
域
的
・
総
合
的
な
災
害
応
急
活
動

に
必
要
な
備
蓄
資
機
材
を
管
理
し
て
お

り
、
広
域
防
災
活
動
拠
点
ま
た
広
域
防

災
活
動
備
蓄
拠
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
今
般
実
施
し
ま
し

た
行
政
視
察
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

神奈川県総合防災センター

大磯町議会研修

議
員
の
動
向

　

関　

稔
議
員
が
、平
成
28
年
４
月
22
日

辞
職
し
ま
し
た
。

　

関
議
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
４
期

（
通
算
12
年
10
ヵ
月
）
の
在
職
で
し
た
。

　

永
い
間　

お
疲
れ
様
で
し
た
。

あなたも議会を
傍聴してみませんか
（手続は簡単・住所と名前を書くだけです）

次回の第２回定例議会は

６月７日（火）からの予定です。
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